
（別紙３）

～ 2026年　6月　19　日

（対象者数） 22 （回答者数） 17

～ 2026年　6月　19日

（対象者数） 6 （回答者数） 6

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

お子様の「好きなこと・得意なことを伸ばす」ため、自由選択でき
る「得意を伸ばそう（手芸・美術・メディア等）」の活動を子供の
声を聴きながら音楽や園芸などさらに広げていきます。また、誕生
月のお子様自身が企画する「誕生日リクエスト活動」を通じ、自己
表現力や計画力、思いやりや協調性を育てていきます。

2

特別企画「『創造』＆『作る』大作戦」のように、デジタルアート
での表現や、お野菜の栽培から収穫・クッキングしてみんなで食べ
る喜びまで、一連の物語をみんなで共有します。お友達と協力して
最後まで粘り強く取り組む力を、ワクワクする体験を通して育てて
まいります。

3

季節ごとのプロジェクト活動を通じ、子ども達の計画力、説
明力、リーダーシップや問題解決力をより多角的に引き出せ
るよう、実行委員活動のサポートや下級生へのフォロー体制
をさらに構造化し、自立心の芽生えを促します。

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1

これまでの地域清掃などの活動に加え、今年度は近隣の老人ホーム
を訪問させていただく計画を進めています。敬老の日にあわせて、
子ども達から感謝の気持ちを伝える温かい交流会を予定しており、
今後も地域の皆様とのつながりを大切に継続したいと考えていま
す。子ども達が地域の中でたくさんの人に温かく愛され、見守られ
ながら、社会を学んでいけるような外部交流を企画します。

2

お子様と共に保護者様同士が自然に触れ合える「保護者参加
型イベント」を年に2回ほど企画・実施しております。また、
日常の療育の様子をいつでもご覧いただけるよう、「いつで
も自由に参観いただける環境」を常に整え、ご家庭と事業所
がより身近に手を取り合える体制を強化いたします。

3

○事業所名 放課後等デイサービス　ギフト岡崎駅前

○保護者評価実施期間 2026年　6月　5日

○保護者評価有効回答数

2026年　6月　5日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日 2026年　6月　26日

事業所の強み（※）だと思われること
※より強化・充実を図ることが期待されること

工夫していることや意識的に行っている取組等

○従業者評価実施期間

事業所の弱み（※）だと思われること
※事業所の課題や改善が必要だと思われること

事業所として考えている課題の要因等

地域児童や住民との交流、地域活動への参加機会の不足
施設内での安心できる環境づくりや体験療育を優先してきたた
め、近隣にお住まいの方々や地域の児童との直接的な交流の機
会を十分に作れていませんでした。

ご家族様同士が繋がり、お悩みを分かち合える場の不足
日頃の個別での密なコミュニケーションに頼ってしまい、保護
者様同士が気軽にお話しできる横のつながりを作るイベントが
不足していました。

自己選択を大切にした主体性と自立を育む日々の療育体制

5領域すべてに対応した日課の体系化。来所時「気持ちのバロメー
ターチェック」を行い、「お手伝い活動」を通じて生活スキルの向上
と身辺自立を促しています。【集団活動】では「SST」「体を動かそ
う」「得意を伸ばそう」「リクエスト活動」などを実施。　【個別支
援】においては、一人ひとりの発達段階やニーズに合わせ、個別ブー
スでの学習支援や、指先訓練等に取り組み、学習に取り組む習慣と集
中力を身につけています。

専門施設と連携した、休日祝日の本格的な「体験学習」

休日祝日は平日療育の実践の場とし、豊田市自然観察の森や生
命の海科学館、デジタルミュージアム等と連携した課外授業を
行っています。専門講師から学ぶAI画像生成やプログラミン
グ等、本物の体験を保障しています。

子どもが主体となり、
仲間と共に成⾧するプロジェクト型集団療育

夏祭りや周年祭など、年間6つの大型行事を「子ども主体」で
企画・運営しています。2～3ヶ月の準備期間をかけて、タス
ク分解や予算管理、プレゼンテーション等の実践的な「学び合
い」の場を創出し、こどもたち同士の関係改善や強固な仲間意
識、自己の居場所づくりをサポートしています。

事業所における自己評価総括表公表


